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部会報告
応用水文研究部会報告
―部会名 を 「水文 ・水環境研究部会」へ変更―

応用水文研究部会長 早 瀬 吉 雄

1999年 夏の農業土木学会大会時の研究部会で本部会

の名称変更が提案 され,平 成11年 度農業土木学会応用

水文研究部会 シンポジウム開催時に,部 会 として本案件

の議論をいたしました。

この間の経緯は,広 く学会員の意見を集約すべ く,学

会誌67巻9号 および67巻12号 に会告済みであります。

会員各位におかれては,本 部会の趣旨をご理解いただ

き,一 層のご支援をいただききますようお願い申し上げ

ます。

なお,応 用水文研究部会として発刊 してきました部会

報 「応用水文」(第1号 ～第11号)の 目次を掲載 させて

いただきます。ご参考にしていただければ,幸 いに存 じ

ます。

応用水文(第1号 ～第11号)の 総目次

応 用 水 文 第1号(Applied Hydrology No.1)

昭 和63年11月

1. 農地造成 と流域水循環 1

愛媛大学農学部 高瀬恵次

2. 山地流域 における降雨流 出系へ の

システム理論 か らの接近 19

九州大学農学部 平松和昭 ・戸原義男

四ケ所四男美

3. レー ダ デ ー タ の活 用 につ い て 39

高知大学農学部 松田誠祐

4. 圃場 における農業用排水 の水質水文 53

新潟大学農学部 三沢真一

応 用 水 文 第2号(Applied Hydrology No.2)

平 成 元 年11月

1. 長短期流出両用 モデルのダム流域への

適用と実時間洪水予測 1

京都大学防災研究所 角屋 睦・田中丸治哉

2. 融雪流 出予 測のための積雪水文 19

専修大学北海道短大 山梨光訓

3. 土地利用の変化に伴う地表面放射収支の変化 33

香川大学農学部 大槻恭一

4. リモ ー トセ ンシ ング に よ る

圃場水文環境の変動予測 48

北海道農業試験場 小川茂男

応 用 水 文 第3号(Applied Hydrology No.3)

1991年2月

1. 応用水文一般

都市域 の流出モデルについて 豊國永次 1

ため池 におけ る水辺 空間の有効利用方策 につ いて

-兵 庫県 ため池 をめ ぐって- 瓜生隆宏 9

塩屋地区の排水計画について 大垣秀和 19

広域水収支と情報管理 板倉 純 27

農業水理情報 のデータベースにおける水文 データの

位 置づけにつ いて 早瀬吉雄 ・丹治 肇 37

2. 水文素過程

蒸発位概念の意義とそれが水文学に果たす役割

大上博基 43

乾燥裸地面からの日蒸発量推定法

小林哲夫.宮 川賢治 51

斜面流 におけるManningの 粗度係数 に関す る実験的考察

陳 榮松 ・堀野治彦 ・早瀬吉雄 61

流出特性の季節変化 山梨光訓 67

水田圃場における流出特性

-単 位水田 の水管理 と落水 口流出量- 渡辺紹裕 73
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河川周辺の地下水流とその調査法

小前 隆美 ・竹 内睦雄 ・浜 田浩正

中山 康 ・今泉眞之 81

3. 水文 システム

フィ リピン ・ミンダナオ島における

灌漑計 画のための低水流量解析(英 文)

後 藤 章 ・Mario Hayagan Sande 89

水源機能の定量的評価

舛岡秀一 ・佐藤晃一 ・高瀬恵次 95

雨水浸透量の簡易表示法と流出解析への適用

岡 太郎 101

フ ァジィ推論 による水田用水 の需要予測 につ いて

猿渡農武也 ・四方 田穆 111

動的計画手法による排水施設の機能分担

増本隆夫 ・佐藤 寛 115

パ ソコ ンによる洪水流出 の リアル タイ ム予測について

有本泰則 ・繁永幸久 ・猿渡農武也 121

応 用 水 文 第4号(Applied Hydrology No.4)

1992年2月

1. 水文過程 とそのモデ リング

物理モデルによる造成農地 の洪水流 出解析

陳 榮松 ・渡辺紹裕 ・堀野治彦.丸 山利輔 1

ファジィ回帰 モデルによる流 出モデルパ ラメータの同定

四 ケ所四男美 ・戸原義男 ・平松和 昭 5

積雪量の年変動特性 山梨光訓 13

移動境界を考慮した有限要素法による

地下水平面解析 岡 太郎・ 17

リモー トセ ンシングによる下層土壌 の

水分 測定 の可否 につ いて

大槻恭一 ・福 田 淳 ・神近牧男 ・早川誠 而 23

2. 環境水文 システム

「複合 タ ンクモデル」による流域水利用の実態分析

中島広志 ・渡辺紹裕 ・丸 山利輔 27

水田の保全機能と水利情報 丹治 肇 ・早瀬吉雄

水文観測 シス テム化について

有本泰則 ・島田裕 司 ・猿渡農武也

渡辺紹裕 ・陳 榮松 41

洪水 予測の一事例 にっいて …新池 亨 ・赤井加代子 45

森林流域の機能分級について
-理 水機能 を対象 と して- 坂元通夫 51

水田用水予測管理の実証的研究

猿渡農武也 ・ 四方田穆 59

3. 農業水文

溜池における最適な貯水量決定法

西山壮一 ・佃 照久 63

善防池における多目的利活用構想 福田 稔 67

農村環境整備と応用水文研究 畑 武志 75

中山間地水田域の洪水防止機能評価 早瀬吉雄 81

応 用 水 文 第5号(Applied Hydrology No.5)

1993年1月

1. 特 別講演:地 球環境 と水文学 の周辺

(1) アフ リカの大河川 流域 におけ る

水文環境と灌漑開発 1

農業工学研究所 北村義信

(2) 熱帯林 の環境特性 につ いて 13

東京農業大学総合研究所 長野敏英

宇都宮大学農学部 石田朋靖

(3) 日本海側地域 にお ける酸性雨の実態 とその影響 19

山形大学農学部 飯田俊彰

II. 一 般 講 演

(1) 瀬戸 内海 における降水量 の解析 につ いて 27

香川大学農学部 井筒勝彦

(2) Voronoi図 とThiessen平 均 降 雨 に つ い て 31

農業工学研究所 丹治 肇

(3) 農地造成が流出 ・水収支 に与え る影響 37

京都大学防災研究所 田中丸治哉

京都大学名誉教授 角屋 睦
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(4)造 成農地 にお ける流出水の

水質形成機構と排水負荷量の評価 47

京都大学農学部 多田明夫 ・丸山利輔

渡辺紹裕 ・堀野治彦

(5)農業小集水域の日流出負荷予測

モデルに関す る研究 53

茨城大学農学部 黒田久雄

(6)低平水田地帯の農村地域整備に

伴 う洪水処理 につ いて 61

宇都宮大学農学部 後藤 章

(7)貯水池群の分類と利水運用特性の解明 67

農業工学研究所 堀川直紀

(8)水 資源管理 システム化構想(そ の1)

-パ ソコンを利用 した水文観 測モニ ター システム-

73

内外 エ ンジニア リング(株)有 本泰則 ・猿渡農武也

(9)水 資源管理 システム化構想(そ の2)

-AI技 術 を利用 した水 系統合管理- 77

内外 エ ンジニア リング(株)猿 渡農武也 ・有本泰則

応 用 水 文 第6号(Applied HydrologyNo.6)

1994年2月

(1)配 水施設管理 のたあの出水水位予測 1

北陸農業試験場 増本隆夫

(2)排 水機場洪水位の実時間予測 システム 7

京都大学 近森秀高

京都大学名誉教授 角屋 睦

(3)管理操作から見た配水管理用水の

発生状況 につ いて 15

宇都宮大学 服部昌弘 ・大島一伸

水谷正一 ・後藤 章

(4)開 水路非定常流 シ ミュ レーシ ョンによる低平地流出解析

-岐 阜県 高須輪 中を事例 として- 21

東京大学 リリオ マサル ナカセ ・久保成隆

(5)長 期 流 出 タ ンク モ デ ル ・パ ラ メ ー タの

類似度と流域特性との関係 33

農業工学研究所 渋谷勤治郎

(6)流 出成分分離 による貯留型流出モデルの構築 43

琉球大学 酒井一人 ・吉永安俊

東京大学 中村良太

(7)ダ ム貯水池 の濁水長期化現象 とその軽減の可能性 51

東京大学 梶原昌彦 ・久保成隆

三重大学 伊藤良栄

(8)多 層 パ ー セ プ トロ ンモ デ ル

河川流量および水質予測 59

九州大学 平松和昭 ・戸原義男

四ケ所四男美.森 健 ・小野友成

(9)水 管理 における予測政策 とモデル化 につ いて 69

内外 エ ンジニア リング 猿渡農武也

(10)数 値地 図の整備 とDEMに よる地形解析 につ いて 75

農業工学研究所 田中秀明

(11)十 和田湖景観保全放流量 につ いて 81

山形大学 大久保 博

応 用 水 文 第7号(Applied HydrologyNo.7)

1995年1月

1.造 成農地 の流 出負荷推定法 の考察 1

神戸大学大学院自然科学研究科 多田明夫

神戸大学農学部 畑 武志

京都大学農学部 堀野治彦 ・渡邊紹裕 ・丸山利輔

2.一 筆水 田におけ る栄養塩類 の負荷流 出特性 7

愛媛大学大学院農学研究科 隅田啓光

愛媛大学農学部 福島忠雄 ・大上博基

3.タ ン クモ デ ル とLQ式 に よ る

流 出負荷量 の推定 につ いて 15

茨城大学農学部 黒田久雄

4.多 層パーセ プ トロンモデルによる河川感潮 の塩素量解析

-入 力層の構造決定への遺伝的

アルゴ リズムの応用- 21

九州大学農学部 平松和昭 ・四 ケ所四男美 ・森 健

5.沖 縄県 にお ける赤土流出のモデル化 に関す る研究 31

琉球大学農学部 酒井一人 ・吉永安俊 ・翁長謙良

6.ペ ンマン式 による中国四国地方 の蒸発散位分布 37

岡山大学環境理工学部 三浦健志
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7.排 水機場水位の予測 システ ムの

単純化と予測精度の変化 45

京都大学防災研究所 近森秀高

京都大学名誉教授 角屋 睦

8.山 地流域 の単位 図特性 とその一般化 に関す る検討 53

内外 エンジニ ア リング 猿渡農武也

応 用 水 文 第8号(Applied HydrologyNo.8)

1995年11月

1.土 壌 ごとの雨水保留 スコアによ る

長期流出モデルの推定 1

岡山大学農学部 永井明博

2.雨 水保留量 に関す る水収支的考察 11

愛媛大学農学部 高瀬恵次 ・佐藤晃一 ・黄 介生

3.Quantiative Evaluation of Retention Capacity

of Catchments for Watershed Management

(流域管理に向けた集水域の保水能力の定量的評価) 17

宇都宮大学農学部Syahrul・ 後藤 章 ・水谷正一

4.低 平地水田地域 における水質水文環境 の年次変動 23

島根大学生物資源学部 武田育郎

5.農 業用 ため池 の水質 と流域土地利用の関係 31

京都大学農学部 長坂貞郎 ・渡邉紹裕

堀野治彦 ・丸山利輔

6.分 光 セ ンサ ーを 用 いた アオ コの モ ニ タ リ ング 37

鳥取大学乾燥地研究セ ンター 伊藤健吾

大槻恭一 ・神近牧男

7.水 文学 における最近 の蒸発散 に関す る研究 44

愛媛大学農学部 大上博基

8.作 物 の蒸発量 を用 いた灌漑時期判定の試み 51

九州共立大学工学部 竹内真一 ・河原田礼次郎

鳥取大学乾燥地研究センター 弘重秀樹 ・矢野友久

9.木 本にお けるAEと 蒸発量 の関係 59

京都大学農学部 武田 実 ・堀野治彦 ・丸山利輔

10.バ ルク法 による推定植被面温度を

用いた蒸発散量の推定 67

鳥取大学乾燥地研究 セ ンター 木村玲二

大槻恭一 ・神近牧男

11.造 成 農地 と山林 におけ る蒸発散量 の比較 73

-熱 収支 ボーエ ン比法 を用 いて-

京都大学農学部 大藪智久 ・堀野治彦

渡邉紹裕 ・丸山利輔

応 用 水 文 第9号(Applied HydrologyNo.9)

1996年11月

1.新 潟市佐渡 の水質水文 と農業 1

新潟大学農学部 三沢真一

2.中 山間地域 にお ける河川水質 に関す る研究

-COD
,窒 素,リ ンを 中 心 と して- 6

鳥取大学農学部 猪迫耕二

3.降 雨の有効利用 と流出負荷量

-水 田地帯の水管理と水質水文-
13

弘前大学農学部 工藤 明

4.積 雪寒冷地の農業流域におけ る

融雪期の河川水質水文 23

北海道大学農学部 井上 京

5.低 平地 ク リーク水 田地帯 の

水質動態と水質維持のたあの用水操作 29

九州大学農学部 福田哲郎.黒 田正治

6.湖 沼水質保全計画と応用水文学 37

学術会議会員 田渕俊雄

7.北 陸地域 にお ける平成6年 度の

異常小雨と水管理対応 45

農業工学研究所 宮本幸一

富山県立大学 鎌田新悦

8.農 地造成 に伴 う流出機構の変化 51

富山県立大学 瀧本裕士

京都大学農学部 堀野治彦 ・丸山利輔

9.流 下 に伴 うSSの 増加が貯水池に

与 える影響 につ いて 58

三重大学生物資源学部 伊藤良栄

10.感 潮河川 にお ける水位時系列の

自己相関構造の抽出と短時間予測 64

九州大学農学部 平松 和昭 ・四ケ所 四男美 ・森 健

11.農 地主体流域 における排水機場洪水位 の実時間予測

518 Jour. JSIDRE May 2000



部会報告 ・応用水文研究部会報告 113

― 亀田郷 流域 を事例 として― 70

京都大学防災研究所 近森秀高

京都大学名誉教授 角屋 睦

応 用 水 文 第10号(Applied HydrologyNo.10)

1997年11月

1.Java言 語 に よ る タ ン クモ デ ル プ ロ グ ラム の試 作 1

三重大学生物資源学部 伊藤良栄

2.安 定 したタ ンクモデル定数 の同定 に

必要 な期間長 とデー タの精度 について 6

高知大学農学部 松田誠祐 ・大年邦雄

3.低 平地 におけ る洪水排水 の

実 時間予測 モデルについて 16

新潟大学大学院自然科学研究科 曹 豊

新潟大学農学部 豊田 勝 ・三沢真一

4.低 平都市化流域 における内水管理

―流 出モデルと管理公式 につ いて― 21

岡山大学環境理工学部 近森秀高

5.ダ ム貯水池 の利水操作支援 システムについて 31

内外 エ ンジニア リング(株)猿 渡農武也

6.数 値 流 体 解 析 に よ るForchheimer則 の

導 出 と地 下 水 シ ミュ レー シ ョンへ の 応 用 36

京都大学防災研究所 岡 太郎 ・石井将幸

7.Richarde式 に基 づ く地 下 ダ ム

止水壁越流の三次元解析 42

京都大学防災研究所 石井将幸 ・岡 太郎

8.オ ース トラ リア にお け る

Snowy Mountains Scherneの 役 割 48

鳥取 大学乾燥地研究 セ ンター 初 田 崇

大槻恭一 ・神近牧男

9.マ レー川流域 の水 質保全管理 54

新潟大学大学院自然科学研究科 越山直子

10.Murray川 流 域 の 塩 害 とそ の 対 策 59

鳥取大学乾燥地研究 セ ンター 藤原裕美 ・大槻恭 一

11.い 草-稲 作地帯の水 ・負荷収支について 64

九州農業試験場 久保田富次郎 ・石田憲治

12.畜 産地帯 における集水域か らの窒素流出特性 70

中国農業試験場 志村もと子

日本学術会議 田渕俊雄

13.八 郎潟干拓地の農業用水利 用 と水環境 76

秋田県立農業短期大学 近藤 正

14.土 地利用形 態の違 いが水質 に及 ぼす影響 につ いて 83

茨城大学農学部 黒田久雄

15.栽 培方式 の異 な る大 区画水 田における水収支比較 89
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